
昭和27年 9月13日第3種郵便物認可 一

No. 284 

郵便番号 937
発行富山県魚津市役所

編集発行人沢 本 章

(定価 1*I~ 3円)

人口のうごき (10月末)

|山首数 11.548世傍

人口男 22，639人

女 24，652人

(列) (女)

40 41 
15 11 
67 59 
72 76 
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出生
死亡
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関
魚
津
市
の
財
政
状
削
は
、
み
な
さ
ん
に
市
の
財
政
を
正
し
く
理
解
し
て
い
た
だ
く
た
め
、
毎

年
二
回
公
表
し
て
い
ま
す
。
今
回
は
昭
和
村
年
4
月
1
日
か
ら

9
月
初
日
ま
で
の
状
況
を
お
知

ら
せ
し
ま
す
。
今
後
と
も
み
な
さ
ん
の
市
政
に
対
す
る
と
理
解
と
と
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

ー
金
叩

何

年

度

決

算

当
初
予
算
額
は
十
一
億
七
千
六
十

六
万
二
千
円
で
し
た
が
、
五
回
の
追

加
補
正
に
よ
っ
て
最
終
予
算
額
は
十

五
億
六
千
九
百

一
万
九
千
円
と
な
り

ま
し
た
。
乙
れ
は
前
年
度
に
く
ら
べ

ま
す
と
二
億
二
千
四
百
九
十
二
万
円

ふ
え
て
お
り
ま
す
。

ね
年
度
決
算
額
は
左
表
の
と
お
り

で
す
が
、
収
入
は
予
算
額
に
対
し
九

九
・

五
軒
の
十
五
億
六
千
百
十
八
万

円
、
い

っ
ぽ
う
支
出
は
予
算
額
の
九

八
・

六
軒
の
十
五
億
四
千
六
百
九
十

二
万
円
を
執
行
し
て
お
り
ま
す
。

乙
の
歳
入
、
歳
出
、
差
し
引
き
一

千
六
百
二
十
六
万
九
百
四
十
円
の
剰

余
金
は
、
翌
年
度
へ
繰
り
越
さ
れ
ま

し
た。

報:怠?ぢ3拳無J12. 1 

八
歳

入

V

歳
入
の
う
ち
、
み
な
さ
ん
か
ら

納
め
て
い
た
だ
い
て
い
る
市
民
税

ゃ
、
固
定
資
産
税
な
ど
の
市
税
収

入
は
、
四
億
八
千
四
百
八
十
二
万

円
で
、
乙
れ
は
歳
入
総
額
の
三
一

軒
に
な
り
ま
す
。
乙
の
内
訳
は
、

固
定
資
産
税
二
億
一
千
五
百
七
万

円
、
市
民
税
一
億
八
千
六
百
三
十

三
万
円
、
た
は
乙
消
費
税
四
千
七

百
七
十
五
万
円
、
電
気
ガ
ス
税
二

千
七
百
十
七
万
円
、
そ
の
他
八
百

五
十
万
円
で
、
住
民
一
人
あ
た
り

の
市
税
負
畑
割
合
は

一
万
二
百
八

十
六
円
と
な
り
ま
す
。

地
方
交
付
税
は
前
年
度
よ
り
五

千
五
百
万
円
多
い
二
億

一
千
四
百

五
十
三
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

市
街
は
一
億
四
千
六
百
六
十
万

円
で
す
が
、
こ
の
う
ち
大
部
分
が

各
種
建
設
事
業
資
金
に
あ
て
ら
れ

一
千
八
百
四
十
万
円
が
減
税
補
て
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の
財

ん
似
と
な
っ
て
い
ま
す
。 E長

混

状
使
わ
れ
ま
し
た
が
、
お
も
な
も
の
に

次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。

マ
駅
前
都
市
改
造
事
業
一
億
三
、

三
二
四
万
円

マ
道
路
の
新
設
改
良

舗
装
四
、
八
九
二
万
円
マ
日
架
橋

建
設
二
、
六
二
三
万
円
マ
股
免
道

路
一
、
七
二
ご
一
万
円

マ
林
道
開
設

二
、
九
三

0.万
円

マ

土

地

改

良

一
、
七

O
O万
円

マ
奥
地
林
道
関

八
歳

出

V

投
資
的
事
業
に
使
わ
れ
た
も
の
は

七
億
三
千
四
百
八
十

一

万
円
で
、
支
出
総
額
の

四
七
・

五
軒
に
あ
た
り

ま
す
。歳

出
額
を
用
途
別
に

わ
け
で
み
ま
す
と
、
下

の
グ
ラ
フ
の
と
お
り
と

な
り
ま
す
。
い
ち
ば
ん

多
い
の
は
建
設
事
業
の

四
三
官
、
つ
い
で
人
件

費
の
二
一
折
、
公
偵
費

九
官
の
順
と
な
っ
て
い

ま
す
。
建
設
事
業
に
は

六
億
六
千
六
百
万
円
が

43年度一般会計決算状況入歳

<43年度おもな事業費〉

区 分 沙と S下車R =帯財同官iJJRi 内.r (7)訳布よ

114，198 20，710 93，4千88121 

191，369 45，194 146，175 
43，118 15，779 27，339 
4，673 1，188 3，485 

114，736 23，259 91，477 
148，425 2，271 146，154 

5，856 4，735 1，121 
9，335 5，172 4，163 

80 06 806 
21，000 9，250 11，750 
12，837 12，837 

666，353 127，558 538，795 

設
二
、

一
0
0
.万
円
マ
農
業
構
造

改
善
二
、
三
七
五
万
円
マ
委
託
造

林
一
、
一
二
三
万
円
マ
片
員
小
改

築
玉
、
四
七

O
万
円
マ
青
少
年
ホ

ー
ム
建
設
二
、
四
九
九
万

円

マ

本

江
小
増
築

一
、
四

O
O万
円
な
ど
。

乙
の
長
期
借
入
金
は

市
民

一
人
あ
た
り
に
し

ま
す
と
、
一
万
八
千
五

百
四
十
八
円
の
割
り
合

い
と
な
り
ま
す
。

特

別

会

計

特
別
会
計
に
お
け
る

収
入
総
額
は
二
似
七
千

六
百
五
万
円
、
支
出
総

額
は
二
伝
八
千
六
百
六

十
四
万
円
と
な
っ
て
い

ま
す
。

八
国
民
健
康
保
険
事
業

V

医
療
費
の
噌
加
な
ど

に
よ
り
歳
入
歳
出
の
差

し
引
き
一
千
二
百
五
十

八
万
余
円
が
赤
字
と
な
り
ま
し
た
。

収
入
は
、
保
険
税
が
八
千
百
二
十

九
万
円
で
全
体
の
三
七
折
、
国
陀
支

出
金
が

一
億
三
千
二
百
三
十
七
万
円

で
六

O
析
を
占
め
て
い
ま
す
。

支
出
は
、
全
体
の
九
四
析
に
あ
た

る
二
億

一
千
五
十
二
万
円
が
療
養
諸

費
と
し
て
支
払
わ
れ
て
い
ま
す
。

八
農
業
共
済
事
業
V

刊
年
度
は
、
被
害
が
割
り
合
い
少

な
か
っ
た
の
で
、
ほ
ぼ
順
調
な
決
算

と
な
り
、
業
務
勘
定
で
は
歳
入
歳
出

の
残
高
百
七
万
円
が
翌
年
度
ヘ
繰
り

越
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
農
作
物
勘
定
で
も
八
百
五

十
万
円
が
積
立
金
と
し
て
積
み
た
て

ら
れ
て
い
ま
す
。

~ 別 I歳決入算|歳額出一I差引残高

3，3千30円 3，3千30l』l 千l'

下水道事業

簡易水道事業 566 481 85 

ク(大海寺地区) 4，118 3，702 416 

グ(鉢 地区) 282 147 135 

国民健康保険事業 220，207 232，788 ム12，581

(1直 診) 8，698 8，468 230 

農業共済事業
// (農作物1 10，117 10.117 
// (家畜) 4.008 3，956 52 

// (業務) 24，729 23，651 1，078 

えEコh 276，055 286，640 

43年度特別会計決算状況

市

債
刊
年
度
末
に
お
け
る
市
の
長

期
借
入
金
は
、
八
惚
七
千
四
百

二
十
万
円
で
、
そ
の
内
訳
は
土

木
前
二
億
六
千
二
十
九
万
円
、

教
育
偵
一
億
八
千
二
百
六
十
三

万
円
、
総
務
債
一
億
三
千
四
百

八
十
二
万
円
、
減
税
補
て
ん
債

一
億
二
千
八
百
七
十
一
万
円
、

災
害
偵
九
千
四
百
七
十
三
万
円

転
貸
債
二
千
五
百
五
十
八
万
円
、
産

業
経
済
債
二
千
百
四
十
凶
万
円
、
民

生
債
一
千
四
百
七
十
七
万
円
、
衛
生

債
六
百
二
十
五
万
円
、
消
防
債
四
百

四
十
万
円
、
労
働
債
五
十
八
万
円
と

な
っ
て
い
ま
す
。

9
月
末
の

収

入

済

額

は

四

O
%

一
四

日

間

一

般

会

計

一
般
会
計
に
お
け
る
当
初
予
算
額

区 分 予算額 支 出 額 支出割合

23，1千1円1 22.7千9円6 
% 

議 会 費 98.6 
総 務 賀 336.205 330.527 98.3 
民 生 ~H 149，550 145.233 97.1 
衛 生 賀 64.052 62，524 97.6 
労 働 担t 44，109 43 ， ~19 98.7 
農林水産 業主主 191，185 189，793 99.3 
商 工 r!{ 31.393 30，843 98.2 
土 木 ~ 283，746 282，173 99.4 
消 |坊 設 38，271 38，124 99.6 
教 育 費 228，359 226，287 99.1 
災害復 !日 賀 24，989 22，348 89.4 
公 {r~ 資 150，355 149，591 99.5 
諸 支 出 金 3.194 3，166 99.1 
予 {1m 型t 500 

メ仁コ』 1 ，569.019 1.546.924 98.6 

出歳

は
十
二
億
六
千
百
三
十
九
万
二
千
円

で
し
た
が
、
3
月
に
一
千
三
十
三
万

円、

5
月
に
三
千
二
百
二
十
九
万
円

6
月
に
三
千
七
百
八
万
円
、
7
月
に

二
百
万
円
、

9
月
に

一
億
二
千
百
二

万
円
を
追
加
し
、
9
月
末
に
お
け
る

予
算
額
は
十
四
億
六
千
四
百
二
十
二

万
八
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

と
れ
は
、
国
や
県
の
補
助
を
受
け

て
行
な
う
事
業
で
、
年
度
は
じ
め
に

は
っ
き
り
し
な
か
っ
た
も
の
が
後
に

き
ま
っ
た
り
、
水
害
復
旧
資
な
ど
予

期
し
な
い
事
業
が
で
て
き
た
た
め
で

す
。9

月
末
現
在
の
収
入
所
額
は
五
応

八
千
五
百
九
十

一
万
円
で
、
予
算
額

に
刻
し
四

orの
収
入
制
合
と
な
っ

て
い
ま
す
。
こ
の
う
ち
み
な
さ
ん
が

納
め
ら
れ
る
市
税
は
、
二
位
五
千
三

十
二
万
円
(
収
入
割
合
四
九
軒
)
と

ほ
ぼ
順
調
に
納
入
さ
れ
て
い
ま
す
。

い
っ
ぽ
う
支
出
総
額
は
五
憾
三
千

九
百
三
十
五
万
円
で
、
予
算
額
に
対

す
る
支
出
割
合
は
三
七
析
と
な
っ
て

い
ま
す
。

ま
た
、

・市
で
は
毎

年
、
道
路
、
学
校
、

住
宅
な
ど
つ
く
る
た

め
に
大
蔵
省
や
郵
政

省
、
市
中
銀
行
な
ど

か
ら
お
金
を
借
り
入

れ
て
事
業
を
す
す
め

て
い
ま
す
。
こ
れ
を

市
債
と
い
い
ま
す

が、

9
月
末
現
在
で

八
億
五
千
九
十
七
万

円
あ
り
、
昨
年
同
期

よ
り
五
千
万
円
ふ
え

て
い
ま
す
。
乙
れ
は

市
民
一
人
あ
た
り
に
し
ま
す

万
八
千
五
十
五
円
の
負
担
割
り
合
し

と
な
り
ま
す
。

物地、建土

市

有

財

産

9
月
末
に
お
け
る
市
有
財
産
は
、

八
有
価
証
券

V

株
券
H
二
百
十
五
万

六
千
円
社
偵
券
リ
七
百
四
十
五
万

五
千
円
園
山
山
一証
券
H
一
千
円
合

計
九
百
六
十
一
万
二
千
円
の
ほ
か
、

下
衰
の
よ
う
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。

特

別

会

計

マ
:・国
民
健
康
保
険
事
業
会
計
で
は
、

経大

田町

幼

稚

園

児

を

募

集

来
年

4
月
か
ら
大
町
幼
稚
園
、
経

凹
幼
稚
凶
へ
入
国
す
る
園
児
を
募
集

し
ま
す
。
希
望
者
は
「
入
園
願
書
」

を
ロ
月
日
日

へ
月
)
ま
で
幼
稚
園
ま

た
は
市
教
委
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い

八
大
町
幼
稚
園

V

マ
泌
集
人
員
リ
凶
十
人

マ
資
格
日
市
内
在
住
者
で
昭
和
刊
年

4
月
2
日
か
ら
同
引
年

4
月
1
日

ま
で
生
ま
れ
た
お
子
さ
ん
。

予
算
額
に
対
し
三
七
折
、
支
出
済
額

は
一
億
再
三
万
円
で
予
算
額
に
対
し

三
五
軒
の
割
り
合
い
に
な

っ
て
い
ま

す
。

マ
:
・そ
の
ほ
か
の
お
も
な
事
業
会
計
の

執
行
状
似
を
予
算
編
に
対
す
る
剖
り

合
い
に
し
て
み
ま
す
と
次
の
と
お
り

会
計
名
収
入
訓
合
支
出
訓
合
一

-

下

水

道

四

五
・六

軒

三

五

・四
校
一

一

農

業

共

済

一

一

農
作
物
五
一

・

六

二

家

畜

五

一

・九

一一

業

務

七

三

・

一

一

一 一
七
ニ
ニ

三
三
・八

七
三
・
三

八
経
国
幼
稚
園

V

マ
募
集
人
員
H
凶
イ
人

i

マ
資
栴
H
市
内
在
住
者
で
、
原
則
と

し
て
昭
和
日
年
4
月
2
日
か
ら
同

刊
年
4
月
l
日
ま
で
に
生
ま
れ
た

お
子
さ
ん
。

な
お
、
授
業
料
は
別
在
月
額
一
千

円
で
す
が
、
何
年
度
分
に
つ
い
て
は

検
討
巾
で
す
。

区 分 収入割合

481，7千2円21 484，8千2円2 
% 

市 税 100.6 

自動車取得税交付金 11 ，4971 11 ，715 101.9 

地方 交付税 213.264 214，530 100.6 

交通安全対策特別交付金 1，199 1，282 106.9 

分 担金および負担金 70，315 64.824 92.2 

使用料 および手数料 42，424 44.438 104.7 

国庫支出金 286.234 284.269 99.3 

県 支 出 金 98，953 98.985 100.0 

財 産 l民 入 28.044 26，077 93.0 

寄 付 金 22.988 19，374 84.3 

繰 ]也 金 9，432 9.432 100.0 

諸 収 入 151.047 154，837 102.5 

市 償 151.，900 146.600 96.5 
β口、 1.569.019 1，561，185 99.5 

区 分 土地 建物

平方メ9ー，1ト7ル4 平方メート Jレ

本 庁 会Eコr 6.922 
消 防 施 設 840 1，288 
その他の行政施設 2，139 
学 校 関 係 115.096 54，383 
公 営 住 宅 94.358 22，349 
i~ 、 園 17，801 
その他の公共施設 84.465 12，162 
山 林 19，353 
貸 イサ 9，489 1.686 
その他の土地建物 17，390 2，906 
J.8'{ 野 3，492 

メにb3、 371，458 103，83') 

貝(てスがね
小写いテ主た
体 真 ま l体も で千を衣平建筋 成体 建
育はすジとの諮き四あ室方てコこし育設 ζ

館で。はなで堂あ百わや M面ンの ま 館 中 と
)き 移っすとが七せ波の積ク体しはのし

あ 動てが体り十てりも 三 リ育た こ片の
が 式い 、育ま四総廊の百 1館。の貝 5
つ にる体館し万 工 下で九卜は ほ小 月
た なた育をた円賀工 、十平 、 ど学か
片 つめ館兼。で一事更 八屋 鉄 完校ら

片貝小体育館が完成

初
日
ま
で

市
で
は
、
市
民
の
み
な
さ
ん
と
と

も
に
、
新
年
を
お
祝
い
す
る
た
め
、

新
年
祝
賀
交
歓
会
を
つ
ぎ
の
よ
う
に

ひ
ら
き
ま
す
。
参
加
を
希
望
さ
れ
る

人
は
、
ロ
月
別
日
(
土
)
ま
で
、
会

問
討
を
添
え
て
市
役
所
秘
書
人
事
課
ま

た
は
連
絡
所
、
あ
る
い
は
区
長
さ
ん

を
通
じ
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

八
新
年
祝
賀
交
歓
会

V
は
、
申
し
込
み

さ
れ
た
人
の
名
簿
を
印
刷
し
、
当
日

会
場
で
お
渡
し
す
る
と
と
も
に
、
会

場
で
は
、
新
年
の
式
典
や
簡
単
な
祝

出
を
ひ
ら
き
、
全
員
で
万
歳
を
三
唱

し
、
交
歓
会
を
終
わ
る
乙
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。

マ
日
時
H

昭
和
何
年
1
月
1
日

午
前
日
時
加
分
か
ら

マ
場
所
H
市
役
所
三
階
大
会
議
室

マ
会
資
H

一
人
二
百
円

国

納定

震資
l5産

2税
日第
で=
す期

今

月

の

納

税
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四
百
六
十
二

万
円
の

剰
余
金
を
出
す

水
道
事
業
は
、
地
方
公
也
企
業
法

の
適
用
を
受
け
、
二
年
円
の
決
訴
を

終
わ
り
ま
し
た
が
、
何
年
度
の
損
益

計
算
で
は
、
四
百
六
十
二
万
円
の
剰

余
金
を
出
し
、
企
業
も
健
全
に
運
営

さ
れ
て
お
り
ま
す
。

刊
年
度
は
ふ
え
る
給
水
需
要
に
対

応
す
る
た
め
、
補
助
水
源
の
新
設
や

配
水
管
の
布
設
を
は
じ
め
、
漏
水
防

止
と
有
収
率
向
上
を
は
か
る
作
業
な

ど
、
次
の
よ
う
な
事
業
が
行
な
わ
れ

ま
し
た
。

①
給
水
需
要
に
応
ず
る
た
め
、
道
坂

地
内
に
補
助
水
源
地
を
工
的
七
百
四

十
九
万
円
で
新
設
し
た
。

①
魚
津
両
校
前
通
り
ほ
か
十
路
線
延

長
二

・
二
践
に
配
水
管
を
六
百
十
万

円
で
敷
設
し
た
。

①
漏
水
防
止
作
業
と
し
て
、
七
十
個

12. 44. 

何

年

度

決

算

43年度水道事業損益計算一

184，235 
161，835 
22，400 

金
円

46，810.874 
42，676.5e8 
3，493，820 
640，466 

額

第 3租郵便物認IIJ

所
に
わ
た
り
、
配
給
水
管
の
修
理
を

行
な
っ
た
。
ま
た
、
無
収
水
量
を
少

な
く
す
る
た
め
、
金
山
町
ほ
か
十
四

町
内
に
お
い
て
、
八
百
六
十
五
個
の

不
感
メ
ー
タ
ー
器
の
取
り
替
え
を
実

施
し
た
。

何
年
度
の
決
算
状
似
を
ま
と
め
て

み
ま
す
と
、
左
表
の
よ
う
に
な
り
ま

す
。
損
益
計
算
に
よ
り
ま
す
と
、
営

業
収
益
四
千
六
百
八
十
一
万
円
、
営

業
外
収
益
十
八
万
円
に
刻
し
、
営
業

費
用
三
千
三
百
三
十
六
万
円
、
官
業

外
費
用
九
百
万
円
が
発
生
し
、

差
し

引
き
四
百
六
十
二
万
一
千
百
三
十
七

円
の
純
利
益
を
生
じ
て
い
ま
す
。

八
剰
余
金
処
分

V

乙
れ
に
位
年
度
か
ら
繰
り
越
さ
れ

た
利
益
剰
余
金
三
百
六
万
八
円
を
合

わ
せ
ま
す
と
、
何
年
度
未
処
分
利
益

剰
余
金
は
七
百
六
十
八
万
一
千
百
四

十
五
円
と
な
り
ま
す
。
乙
の
剰
余
金

は
、
滅
的
積
立
金
に
五
十
万
円
、
建

設
改
良
積
立
金
に
六
百
八
十
七
万
八

千
九
十
八
円
を
あ
て
、
残
り
の
三
十

万
三
千
四
十
七
円
は
翌
年
度
へ
繰
り

越
す
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

46，995.109 計ーメL
Eコ

9，002，308 

46，995，109i 

5，000 
4.621 ，137 

額
円

5，845，406 
615.739 

金.

43年度 11:イ片対照表

存↓

16，374，9191流 動

青白金~;↓ 

八
企
業
債

V

水
道
の
拡
張
事
業
を
す
す
め
る
た

め
に
出
り
て
い
る
企
業
偵
は
、
刊
年

度
一
千
万
円
で
す
が
、
こ
れ
ま
で
の

発
行
総
額
は
二
惚
五
百
二
十
五
万
円

で
、
刊
年
度
に
八
百
四
十
一
万
円
を

伯
還
し
ま
し
た
。
乙
れ
を
合
め
た
伯

還
向
は
六
千
四
百
七
十
六
万
円
で
、

未
償
還
姥
高
は
一
億
四
千
四
卜
九
万

円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

八
固
定
資
産
V

ま
た
、
回
定
資
雌
の
地
加
尚
は
、

千
六
百
七
十
七
万
円
で
、
年
度
末

、
営
業
外
収
益

に
お
け
る
現
在
高
が
二
・
億
一
千
二
百

八
万
円
と
な
り
ま
す
。
乙
の
う
ち
年

度
中
の
伯
却
高
は
九
百
十
一
万
円
、

年
度
末
に
お
け
る
的
却
末
済
高
は
二

佑
二
百
九
十
七
万
円
と
な
っ
て
い
ま

す。
刊
年
度
中
に
水
源
地
か
ら
出
さ
れ

た
水
の
量
は
、
二
百
五
十
九
万
立
方

抗
、
こ
の
う
ち
各
家
庭
な
ど
で
使
わ

れ
た
水
が
百
十
八
万
立
方
M
で
、
年

間
有
収
水
量
率
は
四
五

・
六
が
わ
と
な

っ
て
い
ま
す
。
一
か
月
平
均
の
水
の

使
用
量
は
九
万
八
千
立
方

M
と
な
り

ま
す
。3

年
末
に
お
け
る
給
水
人
口
は
二

万
六
千
四
百
六
十
八
人
、
給
水
戸
数

五
千
百
六
十
五
戸
で
、
昨
年
同
期
よ

り
も
六
百
十
五
人
、
百
十
六
一
戸
が
ふ

え
て
お
り
ま
す
。

料
年
度
上
半
間

年
度
初
め
に
計
画
さ
れ
た
水
道
事

業
に
は
、
配
水
管
布
設
工
事
、
配
水

管
補
助
管
の
利
説
笛
え
、
配
給
水
管

の
漏
水
例
所
の
修
理
、
不

感
メ
ー
タ
ー
加
の
取
り
替

え
な
ど
あ
り
ま
じ
た
が
、

こ
の
う
ち
、
9
月
ま
で
実

施
し
た
工
事
の
お
も
な
も

の
は
次
の
と
お
り
。

①
市
道
住
吉
本
線
(
阿
魚

山
仲
間
航
横
か
ら
国
道
八
号
線

ま
で
)
延
長
四
百
八
十
六

M
に
口
係
七
十
五
肢
の
配

水
管
を
八
十
九
万
円
で
布

設。

①布口

を
六
万
円
で
布
設

。

六

千
六
百
三
十
八
人
、

給
水
戸
数
五

@
魚
津
駅
中
央
線
(
国
道
魚
津
駅
前
千
二
百
十
戸
で
す
。

北
側
歩
道
)
延
長
七
十
七

M
に
口
係

9
月
末
現
在
の
配
水
量
は
、
百
十

百
肢
の
配
水
管
を
十
七
万

円

で

和

七

万

立

方

M
、
と
の
う
ち
給
水
量
は

説

。

六

十

七

万

立

方

M
、
有
収
率
が
五
七

①
市
道
北
山
江
古
島
線
(
経
済
連
前
が
れ
で
、
昨
年
同
期
よ
り
一
一
軒
上
昇

通
り
)
延
長
二
百
十
三

M
に
口
径
七
し
て
い
ま
す
。
乙
れ
は
漏
水
防
止
に

十
五

i
百
肢
の
配
水
管
を
四
十
四
万
つ
と
め
た
乙
と
と
、
不
感
メ
ー
タ
ー

円

で

布

設

。

器

の

取

り

替

え

を

積

極

的

に

実

施

し

①
市
道
カ
ー
バ
イ
ド
上
村
木
線
(
日
た
こ
と
に
よ
る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す

カ
記
念
社
宅
横

4

7

h

k

p

、•. 

一
人
一
日
あ
た
川

ア
ζ

ミ
ヨ
民
リ
ζ
J
合
K
凪巳

通
り
)
延
長
百

』
メ
一

E
多
T
t、
ホ

直

室

り
の
給
水
門
訟
を
山
川

六
十
九
M
に
口

¥
j
Iリ
l
f

し
て
み
ま
す
と
百
川

径
七
十
五

i
百

1
J
o
t
-
y
-
M
J
四
十
円
仰
と
な
り

肢
の
配
水
管
を

L
t
M
M
4
4
J
A
-
-
M
一

昨
年
同
期
に
く
ら

川

四
十
四
万
円
で

E
J
I

」

/

に

J
V
l
h、

ベ
て
十
一
路
増
加
川

布
設
。

二

百

1

し
て
い
ま
す
0

1

①
漏
水
修
埋
作
業
と
し
て
、
配

水

管

ま

た

、

一
立
万

M
あ
た
り
の
給
水

川

な
ど
百
六
十
九
個
所
の
修
理
お
よ
び
側
格
は
三
十
四
円
八
十
銭
、
昨
年
同

川

不
感
メ

ー
タ
ー
器
七
百
九
十
三
個
の
則
よ
り
一
円
五
十
六
銭
安
く
な

っ
て
川

取

り

替

え

を

実

胞

。

い

ま

す

。

乙

れ

は

上

半

期

に

不

回

転

川

①
給
水
工
事
新
設
申
し
込
み
の
う
ち
昆
水
器
の
取
り
替
え
か
・
し
た
た
め
で

川

九

十

八

件

を

完

了

し

た

。

す

。

い
っ
ぽ
う
給
水
原
価
は
二
十
八
円

川

五
十
八
銭
で
、
昨
年
に
く
ら
べ
四
十
川

四
銭
安
く
な
っ
て
い
ま
す
c

こ
れ
は
川

白
川
発
生
の
別
に
給
水
位
が
多
か
っ
川

た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
、
そ
の
結
県
川

昨
年
と
こ
と
し
の
両
年
、
上
半
期
の
川

純
利
益
と
な
っ
て
表
わ
れ
て
い
ま
川

す。

寄

付

川

マ
一
万
円
リ
文
他
町
一
区
尚
縁
松
次
川

郎

マ

一

万

円
H
大
海
寺
野
広
町
俊
川

弘

マ

一

万

円
H
新
金
屋
二
丁
目
大
川

井
勝
正

マ
一
万
円
H
.馬
出
町
辻
清
川

治

マ

五

千

円
H
双
葉
町
宮
川
た
ま
川

き
(
以
上
香
典
返
し
の
一
部
を
)
川

マ
一
万
円
H
西
布
施
婦
人
会
藤
森
和
川

子
マ
一
千
円
リ
一
会
社
員

い
ず
れ
も
社
会
福
祉
暖
護
金
に
寄
付
川

が
あ
り
ま
し
た
E

'

八
経
理
の
状
況

V

上
半
則
の
貸
出
刻
附
表
助
定
で
は

資
産
の
部
で
卜
四
万
八
千
円
、
九
民
似

資
本
の
部
で
四
百
九
十
二
万
六
千
円

そ
れ
ぞ
れ
減
少
し
て
い
ま
す
。

な
お
o
u

月
末
に
お
け
る
貸
制
対
照

表
の
残
高
は
、
資
作
合
計
、
負
山
、

資
本
合
計
は
そ
れ
ぞ
れ
二
似
一
千
九

百
二
十
四
万
二
千
六
百
十
四
円
に
な

っ
て
い
ま
す
。

損
疏
勘
定
(
左
表
)
で
は
、
水
道

使
用
料
な
ど
二
千
五
百
七
万
円
の
収

益
が
あ
り
ま
し
た
が
、
給
水
質
や
人

件
費
、
利
息
な
ど
二
千
三
十
万
円
の

手:~ IJ 44年度予算額 9月までの鋲:nm予算に対する割合

fPI 千円 % 
月セι11 水 l民 益 43，370 23，374 53.9 

受託工事収益 3，050 1，240 40.7 

その仙の収益 835 360 43.1 
コマ押ど I以 示リ }ゐ也l、 100 64 64.0 

~~Ë l民 J主 10 41 410.0 

収益合計 47，365 25，079 52.9 
一
原水およひ浄水12 2，780 1，124 40.4 

配水および給水1~ 3.444 1，495 43.4 

受託工 ~JI: ~~ 3.782 1，098 29.0 

係 12 15.684 7，085 45.2 

減 ffllifn却J 1~ 9，546 4.773 50.0 

その他 J~;業Ý~日j 500 191 38.2 
ム一争ιー 弘、 利 }巴..，ハ 9，103 4，535 49.8 

(うちf[，品目前ì!::~t2) (15.340) (6，692) (43.6) 

f2 JTJ -ei 1[1' 44，839 20.301 45.3 

Zll~己 2，526 4，778 

44年度上半期損益収支

就

学

児

の
健

康

診

断

来
年
4
月
か
ら
小
学
校
へ
入

学
さ
れ
る
お
子
さ
ん
の
健
康
診

断
が
は
じ
ま
り
ま
し
た
。
該
当

者
は
昭
和
初
年
4
月
2
日
か
ら

同
四
年
4
月
1
日
ま
で
に
生
ま

れ
た
人
で
す
。
保
設
者
あ
て
に

は
ど
楽
内
し
て
あ
り
ま
す
が
、

通
知
の
な
い
場
合
が
あ
り
ま
し

た
ら
市
教
委
へ
ど
連
絡
く
だ
さ
い
。

検
診
日
に
は
保
設
者
付
き
添
い
の
う

え、

午
後
1
時
ま
で
各
小
学
校
へ

お

集
ま
り
く
だ
さ
い
。

な
お
、

天
神
小

学
校
は
医
師
の
都
合
で
午
後
2
時
ま

で
お
集
ま
り
く
だ
さ
い
。

場

所

検

診

日
η
月

白
倉
小
学
校

2
日
(
火
)

経
団
小
学
校

3
日
(
水
)

加
積
小
学
校

4
日
(
木
)

本
江
小
学
校

4
日
(
木
)

村
木
小
学
校

5
日
(
金
)

松
倉
小
学
校

5
H
(金
)

上
中
島
小
学
校

5
日
(
金
)

大
町
小
学
校

9
日
(
火
)

片
貝
小
学
校

m
H
(水
)

道

下

小

学

校

旧

日

(

水

)

西
布
施
小
学
校
日
口
(
木
)

天

神

小

学

校

ロ

日

(

金

)

(
住
吉
、
上
野
方
小
は
実
施
ず
み
)

冨趨竃罰薗園田
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

予

防

接

種

流
行
性
感
冒
の
流
行
す
る
シ
ー
ズ

ン
と
な
り
ま
し
た
。
生
後
三
か
月
以

上
の
人
を
対
象
に
イ
ン
フ
ル
'
エ
ン
ザ

予
防
接
種
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。
流

行
性
感
冒
の
予
防
の
た
め
ぜ
ひ
注
射

を
受
け
ま
し
ょ
う
。
小
中
学
生
や
保

育
園
児
は
、
学
校
や
保
育
園
で
受
け

て
く
だ
さ
い
。

水

道
管

に
も
冬
じ
た
く
を

寒
い
日
の
閣
は
、
水
辺
怖
い
が
凍
結

し
、
破
裂
す
る
な
ど
の
被
害
を
受
け

る
乙
と
が
あ
り
ま
す
。
と
の
よ
う
な

被
告
は
、
ち
ょ
っ
と
し
た
く
ふ
う
で

防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

戸
外
に
脳
出
し
て
い
る
水
道
官
は

利
切
れ
や
わ
ら
制
な
ど
で
十
分
に
巻

き
、
そ
の
上
に
ビ
ニ
ー
ル
'
の
よ
う
な

防
水
材
で
お
お
い
ま
す
。

も
し
、
給
水
竹
が
泌
紡
し
た
場
合

に
は
、
外
側
を
布
で
お
お
い
、
そ
の

上
か
ら
熱
阪
を
か
け
ま
す
と
溶
け
ま

す
が
、
直
長
給
水
管
を
加
熱
し
ま
す

と
管
が
破
裂
な
ど
し
て
危
険
で
す
か

ら
ど
注
志
く
だ
さ
い
。

積

雪

期

の

検

針

水
道
局
で
は
、
水
道
を
使
則
さ
れ

て
い
る
ご
家
低
の
メ
ー
タ
ー
認
検
針

を
旬
月
行
な
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し

こ
れ
か
ら

.2が
降
り
ま
す
と
、
メ
ー

タ
ー
認
の
上
に
雪
が
引
も
り
、
検
針

で
き
な
い
乙
と
が
あ
り
ま
す
。
こ
の

場
合
に
は
、
そ
の
と
家
低
の
前
三
か

月
の
平
均
使
用
品
に
よ
り
、
概
餌
'
料

金
で
納
入
し
て
い
た
だ
き
、
後
日
、
一

検
引
が
で
き
た
と
き
に
、
地
一
小
川
比
を

一

粕
鈍
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
の
で
一

ど
協
力
願
い
ま
す
。

一

水
道
事
業
会
計
一

蛇
口
を
ひ
ね
る
だ
け
で
、
き
れ
い
な
水
が
で
る
水
道

は
、
毎
日
の
市
民
生
活
に
欠
か
せ
な
い
も
の
で
す
。
生

活
が
近
代
他
す
る
に
つ
れ
水
道
の
利
川
は
年
々
ふ
え
て

お
り
ま
す
。

水
道
局
で
は
、
昭
和
糾
年
4
月
1
日
か
ら

9
月
初
日

ま
で
の
水
道
事
業
会
計
の
脱
出
を
公
表
し
ま
し
た
が
、

ど
の
よ
う
に
運
嘗
さ
れ
、
台
所
が
ど
う
な
っ
て
い
る
か

次
に
お
し
ら
せ
し
ま
す
。
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と
く
に
赤
ち
苧
ん
の
い
る
家
庭
で

は
、
家
族
が
予
防
注
射
を
受
け
て
、

赤
ち
ゃ

ん
を
か
ぜ
か
ら
ま
も
っ
て
や

り
ま
し
ょ
う
。

熱
の
あ
る
人
、
別
卵
で
ジ
ン
マ
シ

ン
に
な
る
体
質
の
人
、
粕
尿
病
、
脚

気
出
者
、
病
後
衰
弱
者
、
妊
娠
六
か

月
以
後
の
妊
婦
は
ど
速
脳
願
い
ま

す
。
六
歳
未
満
の
人
は
保
護
者
と
い

っ
し
ょ
に
き
て
く
だ
さ
い
。

マ
料
金
は
二
四
分
で
、
一
歳
未
満
六
十

円
、
六
歳
未
満
百
二
十
円
、
十
五
歳

未
満
百
六
十
円
、
十
五
歳
以
上
二
百

五
十
円
で
す
。

マ
市
の
国
民
健
康
保
険
加
入
者
で
、
保

険
証
を
お
持
ち
の
人
は
、
一

歳
未
満

無
料
、
六
歳
未
満
六
十
円
、
十
五
歳

未
満
八
十
円
、
十
五
歳
以
上
百
二
十

五
円
で
す
。
保
険
証
は
忘
れ
ず
お
持

ち
く
だ
さ
い
。

校

下

一

回

二
回

場

所

刊
は
月
刊
は
月

住

吉

8
日

目
日

小

学

校

上
中
島

8
日

目
日

小

学

校

道

下

9
日

目
日

小

学

校

経

田

9
日

目
日

小

学

校

上

野

方

旧

日

げ

日

小

学

校

片

貝

日

日

間

日

小

学

校

坪

野

川

田

山

田

分

校

西

布

施

ロ

日

目

日

小

学

校

天

神

ロ

日

目

日

小

学

校

受
付
時
間
は
午
後
1
i
2
時
で
す
。

乳

児

相

談

生
後
三
か
月
か
ら
十
二
か
月
ま
で

の
赤
ち
平
ん
を
刻
象
に
乳
児
相
談
が

毎
月
ひ
ら
か
れ
て
い
ま
す
。
健
民
な

赤
ち
ゃ
ん
を
育
て
る
た
め
ぜ
ひ
相
談

を
受
け
ま
し
ょ
う
。

区

分

相

談

日

生
後
三
か
月
の
人
第
二
金
曜
日

生
後
六
か
月
の
人
第
三
金
雌
日

生
後
八
か
月
の
人
第
四
金
曜
日

生
後
十
二
か
月
の
人
第

一
金
曜
日

時
間
は
午
前

9
時
か
ら
叩
時
ま
で

場
所
は
魚
津
保
健
所
で
。

ロ
月
は
、
5
日
、
ロ
目
、
日
目
、

お
日
で
す
。

健

康

相

談

健
康
相
談
日
は
、
毎
週
水
曜
日
午

前
叩
時
か
ら
午
後
3
時
ま
で
市
役
所

保
健
室
で
行
な
っ
て
い
ま
す
。
ロ
刀

は
3
日
、
川
目
、
げ
目
、

Mm
日
で
す

ロ
月
叩
日
は
、
青
木
先
生
に
よ
る

健
販
制
談
を
ひ
ら
き
ま
す
。
午
後
|

附
か
ら
3
時
ま
で
。

¥
NU
J
Uム

ザ

(
h
U
叫
け
同

変
事
が
凶
棋
に

，
amι町

酒
飲
め
ば

早
が
わ
り
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A
η
月
叩
日
は
い
っ
せ
い
駆
除
日

V

県
市
お
よ
び
県
保
健
衛
生
連
合

会
が
共
催
で
、
県
下
い
っ
せ
い
に
ね

ず
み
駆
除
運
動
が
実
施
さ
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
時
期
は
、
第

一
期
が
け
月
却
日
か
ら
ロ
月
日
日
ま

で
、
第
二
期
が
来
年

3
月
1
日
か
ら

3
月
引
日
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ね
ず
み
駅
除
の
効
果
を
あ
げ
る
た

め
に
は
、
そ
の
地
域
全
部
が
い
っ
せ

い
に
集
団
.
版
除
を
行
な
う
こ
と
が
た

い
せ
つ
で
す
。
と
く
に
隣
家
と
践
し

て
い
る
集
団
住
宅
で
は
、

一
軒
だ
け

が
薬
済
を
使
っ
て
ね
ず
み
を
殺
し
て

も
、
隣
り
が
無
関
心
で
は
、
そ
こ
か

ら
次
々
に
似
入
し
ま
ず
か
ら
、
た
だ

労
力
を
つ
い
や
す
だ
け
と
な
り
ま
す

市
で
は
、
ロ
月
日
日
を
い
っ
せ
い

駆
除
日
と
し
て
、
地
凶
ぐ
る
み
で
ね

ず
み
退
治
を
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に

し
ま
し
た
の
で
ご
協
力
く
だ
さ
い
o

A
ね
ず
み
は
文
化
経
済
の
破
壊
者

V

ね
ず
み
は
そ
の
種
類
が
多
く
て
、

44. (3) 

ら
い
が
務
的
さ
れ
る
も
の
と

予
起
さ
れ
ま
す
。
そ
し
て
の

年

1
刊
年
ま
で
に
五
百
六
十

八
お
、
刊
年
以
降
五
百
七
十

三
か
が
整
理
さ
れ
、
昭
和
臼

年
ど
ろ
ま
で
全
部
終
了
し
た

い
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

乙
と
し
の
ほ
場
整
備
事
業

は
、
吉
野
地
区
の
段
階
附
改
善

事
業
を
は
じ
め
、
天
神
、
大

海
寺
野
、
六
郎
丸
、
横
枕
、

青
柳
、
室
問
、
吉
野
の
八
か

所
、
百
九
診
が
一
億
六
千
七

百
万
円
の
工
詑
で
着
工
さ
れ

て
い
ま
す
。
幸
い
好
天
に
忠

ま
れ
、
整
地
作
業
、
水
路
、

良
市
出
造
品
工
事
が
順
調
に
す

す
め
ら
れ
、
七

O
i
八

o
r

が
終
わ
っ
て
い
ま
す
。

現
在
活
工
さ
れ
て
い
る
ほ

場
柁
備
引
業
は
、
下
表
の
と

お
り
で
す
が
、
全
体
計
阿
は

八
か
所
で
阿
行
十
五
か
、
事

業
自
六
惚
二
千
六
百
万
円
に

も
の
ぼ
っ
て
い
ま
す
。
こ
の

う
ち
、
百
九
十
六
お
、
二
似

九
千
二
百
万
円
が
施
行
さ
れ

何
年
度
以
降
は
、
二
円
十
九

訟
を
三
似
三
千
阿
川
万
円
を

か
け
て
特
盟
さ
れ
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
ム
9
0

写
百
九
日H
急
ピ

ッ
チ
で
す
す
め

ら
れ
て
い
る
吉
野
地
収
ほ
場

整
備
事
業

た
い
へ
ん
な
数
に
な
り
ま
す
。
人
間

が
す
ん
で
い
る
と
ζ

ろ
な
ら
あ
ら
ゆ

る
と
乙
ろ
に
す
ん
で
お
り
、
そ
の
数

は
家
ね
ず
み
だ
け
で
も
、
人
口
の
や

く
三
倍
と
み
ら
れ
、
野
ね
ず
み
を
入

れ
る
と
そ
の
数
は
は
か
り
知
れ
ま
せ

ん
。
と
の
ね
ず
み
が
私
た
ち
日
常
生

活
に
与
え
る
被
告
は
い
ろ
い
ろ
あ
り

ま
す
が
、
被
害
織
は
と
て
も
計
算
で

き
な
い
く
ら
い
で
す
o

-

と
く
に
間
姻
に
な
る
の
は
、
術
生
一

上
に
与
え
る
山
円
で
す
。
も
っ
と
も
恒

一

接
的
な
も
の
は
、
ね
ず
み
に
よ
る
政

一

み
似
で
、
そ
の
繁
則
が
お
び
た
だ
し

一

い
住
居
で
は
、
幼
児
が
岐
み
殺
さ
れ
一

た
よ
う
な
例
も
あ
り
ま
す
。

一

ま
た
、
ね
ず
み
と
人
間
に
共
通
な

一

伝
央
病
に
も
多
く
の
純
類
が
あ
り
、

一

こ
れ
が
い
ろ
い
ろ
な
粁
路
で
、
ね
ず

一

み
の
間
の
凶
行
か
ら
人
間
へ
伝
染
が

一

行
な
わ
れ
ま
す
。
と
く
に
サ
ル
'
モ
ネ

一

ラ
食
中
誌
は
霊
長
な
も
の
で
、
そ
れ
一

に
感
染
し
た
ね
ず
み
の
張
、
尿
な
ど
一

度
降
一

M
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一五一面一
名区地

天 ネIP

大海寺野

六民1)丸

横枇

青;J!iil
室田

吉野

吉野

が
食
品
を
汚
染
す
る
こ
と
に
よ
っ
て

人
の
中
古
が
お
こ
る
の
で
す
。
乙
と

し
は
、
昨
年
に
く
ら
べ
て
度
中
毒
が

全
国
的
に
非
常
に
多
く
発
生
し
た
の

で
す
が
、
壬
の
う
ち
で
も
、
ね
ず
み

が
原
因
と
な
っ
た
サ
ル
モ
ネ
ラ
食
中

訟
が
案
外
に
多
い
の
で
す
♀
本
以
で

も
そ
の
よ
う
な
例
が
み
ら
れ
て
お
り

ま
す
u

そ
の
ほ
か
、
ね
ず
み
に
よ
っ

て
も
た
ら
さ
れ
る
術
作
上
の
害
じ
ワ

イ
ル
病
、
発
疹
熱
、
つ
つ
が
む
し
病

一

リ
ケ
ッ
チ
ア
痘
泊
、
旋
毛
虫
病
な
ど
一

が

あ

り

ま

す

。

一

ロ
バ
1
日

現

在

で

老

人

本
市
の
六
十
歳
以
上
の
人
口
は
、

全
体
の
一
こ
が
れ
に
な
っ
て
い
ま
す
が

今
後
ま
す
ま
す
老
齢
人
け
が
ふ
え
る

乙
と
が
予
組
さ
れ
ま
す
。
そ
し
て
老

人
を
と
り
ま
く
訪
問
題
は
、
庁
ご
と

に
そ
の
深
刻
さ
を
増
し
て
い
く
よ
う

で
す
。市

で
は
、
老
人
伺
祉
行
政
と
し
て

老
人
福
祉
施
設
へ
の
入
所
出
臣
、
老

人
単
位
ク
ラ
プ
の
育
成
、
健
康
診
査

219.0 

納

税

功

労

者

な

ど

表

彰

市
の
納
税
茨
移
式
と
納
税
貯
帯
組

合
長
会
議
は
、
什
月
凶
日
市
役
所
で

関
係
者
ゃ
く
百
名
が
出
郎
し
て
ひ
ら

か
れ
、
納
税
山
労
者
六
名
、
優
良
納

税
貯
蓄
組
合
四
十
五
団
体
な
ど
が
高

野
市
長
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
表
彰
さ
れ
ま

し
た
。乙

の
あ
と
納
税
貯
蓄
組
合
長
会
議

が
あ
り
、
市
税
口
腔
振
替
制
度
の
普

及
、
納
税
貯
蓄
組
合
の
普
及
強
化
な

ど
に
つ
い
て
話
し
合
わ
れ
ま
し
た
。

表
移
者
は
次
の
と
お
り
。

ハ
科
年
度
優
良
納
税
山
労
者

V

マ
応
出
区
吉
田
キ
ヨ
マ
鹿
野
区
野

田
町
松
マ
本
江
二
区
大
江
甚
作

マ
真
成
寺
区
松
田
隆
次
郎
マ
諏
訪

二
区
浜
勝
一
郎

マ
大
出
寺
野
一
.
区

宮
野
義
一

八
科
年
度
.
俊
良
納
税
貯
蓄
組
合

V

新
金
屋
一
区
、
臼
屋
区
、
州
万
区
、

文
化
町
一

.灰
、
文
化
町
二
区
、
白
山

一
一
区
、
京
城
一
区

特
別
吊
慰
金
な
ど

支
給
要
件
が
緩
和

該
当
者
は
請
求
手
続
き
を

マ
特
別
川
慰
金
H
市
慰
金
受
給
者
が
死

亡
し
て
い
る
と
き
、
戦
没
者
と
生
計

を
同
一
関
係
に
し
て
い
な
く
て
も
、

戦
没
者
の
父
町
、
孫
、
伯
父
旬
、
凡

弟
川
妹
で
あ
れ
ば
、
特

別

弔

慰

金

(
間
的
三
万
円
)
が
支
給
さ
れ
る
乙

と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
に
追

放
の
う
ち
交
付
金
会
受
け
た
人
が
あ

れ
ば
該
当
し
ま
せ
ん
。

マ
父
母
に
対
す
る
特
別
給
付
金
日
戦
没

者
が
死
亡
当
時
、
戦
没
者
以
外
に
子

や
孫
が
あ
っ
た
と
き
で
も
、
そ
の
人

が
す
べ
て
戦
没
者
の
父
母
、
祖
父
母

と
氏
を
異
に
す
る
場
合
に
尉
似
十
万

円
が
支
給
さ
れ
る
と
と
に
な
り
ま
し

た。
く
わ
し
い
こ
と
は
社
会
福
祉
引
務

所
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

間
以
業
の
近

代
化
を
は
か

る
た
め
に
、

ま
ず
土
地
基

盤
整
備
が
必

要
と
さ
れ
て

い
ま
す
。

市
内
の
耕

地
面
積
は
二

千
三
百
六
十

四
訟
で
す
が

こ
の
う
ち
区

画
整
理
で
き

る
の
は
八
一

軒
に
あ
た
る

一
千
九
百
十

八
診
と
い
わ

れ

て

い

ま

す。
ほ
場
核
的

事
業
は
、
昭

和
犯
年
ど
ろ

か
ら
そ
の

μ

巡
が
山
ま
り

市
内
で
も
各

地
で
卒
業
が

す
す
め
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

昭
和
村
年
度
前
工
分
を
加
え
た
ほ

場
整
備
状
況
を
み
ま
す
と
、
十
wi
の

回
が
四
百
十
六
診
、
三
十
々
の
川
が

二
百
四
十
三
診
、
あ
わ
せ
て
六
円
五

十
九
診
が
鐙
怖
さ
れ
る
と
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。
こ
れ
は
全
体
の
三
問
料
引

に
あ
た
り
ま
す
。

と
れ
か
ら
は
ど
ん
ど
ん
区
岡
格
型

が
す
す
め
ら
れ
、
年
間
百
四
十
お
ぐ

h
d
じ
1
K
J
3
E
ム、伐
ま

4
週
刊
司
4
4
，
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、T
井

、、“

z
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-
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地
.
扱
ぐ
る
み
で

の
実

態

調

査

特
殊
寝
台
の
貸
し
付
け
な
ど
の
諸
施

策
を
諮
じ
て
お
り
ま
す
。
さ
ら
に
老

人
組
祉
の
向
上
を
は
か
る
法
悦
資
料

を
何
た
た
め
、
乙
の
た
び
六
十
歳
以

上
の
人
を
対
象
に
健
康
状
態
、
家
族

関
係
、
就
労
、
住
居
、
年
金
な
ど
の

尖
態
調
査
を
ロ
月
1
日
別
在
で
実
施

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
調
究
員

が
お
宅
に
何
っ
た
と
き
は
ど
協
方
を

お
願
い
し
ま
す
。

八
刊
年
度
出
税
完
納
納
税
貯
帯
組
合
V

新
令
屋
一
区
、
東
小
路
区
、
下
新
一

区
、
下
新
二
区
、
岡
町
区
、
新
町
二

区
、
臼
屋
区
、
角
川
区
、
紺
屋
区
、

八
附
区
、
住
吉
区
、
宮
律
区
、
川
原

区
、
叫
方
区
、
舛
田
民
、
弥
源
寺
区

湯
上
区
、
浅
生
区
、
大
熊
区
、
小
作
ハ

沼
区
、
池
谷
区
、
坪
野
区
、
友
道
本

町
区
、
文
化
町
一
区
、
文
化
町
二
区

小
坂
区
、
島
民
一
区
、
島
尻
二
区
、

島
川
三
区
、
東
城
一
区
、
東
城
二
区

山
女
一
.
区
、
山
女
二
区
、
大
作
沼
区

加
芸
妓
、
旭
川
区
、
表
向
区
、
木
下

新
区

八
健
康
家
庭
も
表
彰

V

ま
た
、
乙
の
向
上
、
国
民
健
康
保

険
加
入
者
で
、
刊
年
度
に
保
険
税
を

完
納
し
て
い
て
、
い
ち
ど
も
お
医
者

さ
ん
に
か
か

っ
て
い
な
い
百
七
十
五

世
帯
を
表
拶
し
、
記
念
品
を
断
り
ま

し
た
。
地
区
別
の
表
拶
世
帯
数
は
、

魚
津
H
五
十
二
、
下
中
島
H
十
一

、

上
中
島
リ
六
、
ほ
倉
H
十
三
、
上
野

方
H
六
、
下
野
方
H
十
四
、
片
貝
リ

四
、
加
積
H
六
、
道
下
H
二
十
四
、

経
山
H
二
十
、
天
神
リ
十
一
、
四
布

地
H
八
で
す
。

こ
の
う
ち
四
人
以
上
の
世
市
で
、

表
彰
さ
れ
た
の
は
、
マ
升
方
区
潜
ハ

弘
マ
上
野
区
谷
川
在
雄

マ
小
川

寺

一
区
藤
岡
正
良
マ
住
吉
五
区
明

田
清
一
さ
ん
の
凶
世
帯
で
す
。

(
写
真
は
表
移
を
受
け
る
納
税
功
労

者
)

く

県
主
催
め
婦
人
県
政

ら

長
限
会
立
、

1
1
1
J
2
!

こ

ひ

:
I
f
』

1

jー
-

M
会

市
民
会
館
で
市
山
知
早

川叫

聴
や
凶
係
部
課
長
と
や
く

房

公

百
五
十
人
の
婦
人
が
集

を

政司畏

ま
っ
て
ひ
ら
か
れ
ま
し

宮
戸
時

た。

mJ
婦

高
校
の
七

・
三
体
制

り

の
問
題
、
県
道
制
装
と

露

地
元
負
担
の
怪
減
、
公

世
間
駐
車
場
の
設
底
、
除
雪
刻
策
、

北
鬼
江
踏
切
の
割
以
防
止
対
策
、

保
育
所
の
増
設
、
有
料
老
人
ホ
ー

ム
の
設
置
、
留
守
家
峰
児
童
の
教

育
な
ど
に
つ
い
て
十
九
人
か
ら
活

発
な
質
問
や
意
見
が
述
べ
ら
れ
ま

し
た
。

人へ
県宝子
政頁
公 11
聴 rH
会民
〉会

加
で
行
な
わ
れ
た
婦
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私
た
ち
が
毎
日
明
る
く
し
あ
わ
せ

に
生
き
て
ゆ
く
た
め
に
、
い
ち
ば
ん

た
い
せ
つ
な
の
は
自
由
や
平
等
の
権

利
で
す
。
子
ど
も
だ
か
ら
、
女
だ
か

ら
、
一回
わ
れ
て
い
る
か
ら
と
い

っ

て
、
理
由
な
く
怒
見
や
行
動
が
封
ぜ

ら
れ
た
の
で
は
し
あ
わ
せ
だ
と
は
い

え
ま
せ
ん
。
誰
れ
も
が
制
人
と
し
て

時
垣
さ
れ
、
差
別
な
く

h
山
に
話
し

合
い
が
で
き
、
お
五
い
に
正
し
い
主

張
を
聞
き
入
れ
る
と
い
う
「
人
怖
を

尊
ぶ
」
気
持
ち
が
お
互
い
の
心
の
中

に
あ
っ
て
、
い
つ
で
も
、
ど
乙
で
も

人
間
を
粗
未
に
扱
わ
な
い
こ
と
に
よ

っ
て
、
し
あ
わ
せ
に
れ
ら
す
こ
と
が

で
き
る
の
で
す
。

忠
法
は
、
乙
の
よ
う
な
人
権
の
保

障
を
強
く
打
ち
出
し
、
人
は
誰
で
も

幸
福
な
生
活
を
営
む
権
利
を
持
っ
て

い
ま
す
か
ら
、
悶
家
む
、
す
べ
て
の

人
も
、
こ
れ
を
尊
重
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
乙
と
を
宣
.川
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
昭
和
お
年
ロ
月
旧
日
、
同
際

連
合
総
会
で
採
択
さ
れ
た
「
世
界
人

権
宣
言
」
に
お
い
て
も
、
人
権
を
内
寸

前
一す
る
乙
と
が
世
れ
に
お
け
る
白
山

正
義
、
平
和
の
以
脆
で
あ
る
と
明
記

し
て
い
ま
す
。

基
本
的
な
人
権
は
、
人
類
の
多
年

の
努
力
に
よ
っ
て
、
よ
う
や
く
ね
ら

れ
た
も
の
で
す
か
ら
こ
れ
を
た
い
せ

つ
に
し
て
、
お
互
い
に
人
権
を
守
り

グ-雪
に
そ
な
え
て
家
庭
貯
蔵
を
ρ

野
菜
は
五
日

t
十
日
分
ほ
ど

年
末
も
近
づ
い
て
き
ま
し
た
。
間

も
な
く
積
雪
期
に
入
り
ま
す
。
毎
年

の
と
と
で
す
が
、
家
庇
の
主
婦
に
と

っ
て
は
、
や
り
く
り
に
到
の
痛
い
季

節
で
す
。

積
雪
に
よ
っ
て
も
っ

と
も
困
る
の

は
、
生
鮮
食
料
品
な
ど
生
活
必
需
品

の
愉
送
が
困
難
と
な
り
、
値
段
が
あ

が
る
乙
と
で
す
。
そ
こ
で
県
や
市
町

村
で
は
、
冨
の
中
で
も
楽
し
く
安
心

し
て
生
活
が
で
き
る
よ
う
に
と
、
道

路
の
除
雪
計
画
や
野
菜
の
出
向
と
移

入
計
画
を
た
て
て
、
主
に
そ
な
え
て

お
り
ま
す
。
し
か
し
、
除
雪
や
吋
給

計
岡
だ
け
で
う
ま
く
ゆ
く
も
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
野
菜
の
場
合
、
迫
協

除
雪
に
よ
っ
て
、
山
十
は
通
れ
て
も
、

民
家
は
州
か
ら
野
菜
を
腕
り
だ
す
こ

と
が
で
き
な
い
か
ら
で
す
。
か
り
に

L
司

τ

-

4
E
一
吾
首‘
二
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r
u
一
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血
圧
は
、
寒
く
な
る
と
血
管
が
収

航
す
る
た
め
上
併
し
が
ち
で
す
c

民

近
で
は
、
年
齢
に
も
よ
り
ま
す
が
、

最
低
血
圧
九
十
以
上
の
人
は
、
円
以
川

町
圧
百
五
十

t
百
七
十
よ
り
凶
い
財

合
で
も
刈
血
圧
症
と
い
い
ま
す
。
ま

た
、
精
神
の
興
俗
に
よ
っ
て
血
圧
が

百
七
十
以
上
に
上
刻
し
て
脳
山
血
を

お
ζ

す
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
脳
出
血

は
、
脳
動
脈
の
似
化
と
血
圧
の
利
来

作
用
に
よ
っ
て
お
こ
り
ま
す
。

脳
卒
中
の
発
作
は
一
年
の
問
、
も

っ
と
も
寒
い
1

月

I
2
月
に
多
く
起

乙
り
が
ち
で
す
。
そ
の
う
ち
高
血
圧

刷
り
出
す
こ
と
が
で
き
て
も
、
雪
の

な
い
と
き
と
同
じ
品
は
だ
せ
ま
せ
ん

し
た
が
っ
て
、
市
旧
制
に
集
ま
る
町
一
は

い
つ
も
変
動
し
、
価
格
も
毎
日
変
わ

り
ま
す
。
と
く
に
市
場
に
入
荷
岳
が

少
な
い
と
き
は
値
上
が
り
す
る
の
で

す
。
乙
の
対
策
と
し
て
、
各
家
低
で

毎
日
使
用
す
る
野
菜
の
五
日
か
ら
十

日
分
程
度
を
貯
脱
し
て
お
く
こ
と
で

す
も

貯
蔵
す
る
も
の
は
、
大
根
、
に
ん

じ
ん
、
ど
ぼ
う
、
白
菜
、
玉
ね
ぎ
、

ば
れ
い
し
ょ
な
ど
貯
蹴
性
の
あ
る
も

の
で
す
。
白
菜
は
新
聞
紙
に
包
ん
で

つ
る
し
、
大
川
恨
な
ど
似
菜
類
は
矧
に

砂
を
入
れ
、
そ
の
中
に
ふ
せ
て
、
水

の
か
か
ら
な
い
床
下
や
、
北
側
軒
下

の
附
く
冷
え
る
と
こ
ろ
で
保
存
す
る

よ
う
に
い
た
し
ま
し
ょ
う
。
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ないなのとるな l蹴 節 、しよチま合がにに 0 短を飲をる池 田に な う多
ス迩述かり。るに ffl 0 /で 、fb(引 昼間越みさ ぎはは こ ない
ボ動 勤わ過ふか負 け瓜¥がピ大き 民間すもけ な 外、 と 乙と
l 、をりぎとら担 物分ペ安 l 、下 はでとの 、 い出おはとい

出は作"主 9 人
防法相ま日権
す務談 で( 法
る局所 、火律
乙係」市〉相
と只 を立午談
にと閃 図 前 所
な人設 i'}10 開
つ縦し館時 設
て擁までか
い設す「らで
ま委。人午は法
す員当権後 12~努

U が日 法 4J~ 局
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も
う
年
末
で
す
。

国
民
年
金
の
掛
け
金

忘
れ
ず
納
め
ま
し
ょ
う

国
民
年
金
は
、
加
入
し
て
い
る
人

が
、
老
齢
に
な

っ
た
り
、
廃
疾
、
死

亡
と
い
っ
た
事
故
が
お
こ
っ
た
場
合

に、

老
齢
年
金
、
障
害
年
金
、
母
子

年
金
な
ど
の
支
給
を
行
な
い
、
生
活

の
安
定
が
そ
乙
な
わ
れ
る
こ
と
を
防

止
す
る
乙
と
を
目
的
と
し
て
い
ま

す
。
そ
の
支
給
に
必
要
な
費
用
は
、

み
な
さ
ん
が
納
め
ら
れ
た
保
険
料
と

そ
の
保
険
料
額
の
半
額
に
相
当
す
る

額
の
国
庫
負
担
を
積
み
立
て
、
そ
の

中
か
ら
支
給
さ
れ
る
こ
と
に
な

っ
て

い
ま
す
。

老
齢
年
金
、
障
害
年
金
、
母
子
年

金
な
ど
の
給
付
を
受
け
る
に
は
、
保

険
料
が
納
ま
っ
て
い
る
か
、
免
除
に

な
っ
て
い
る
乙
と
が
必
要
な
条
件
と

さ
れ
て
い
ま
す
。

し
た
が

っ
て
、
保
険
料
を
納
め
忘

れ
て
い
る
人
は
、
年
を
と
っ
た
り
、

不
幸
に
な
っ
て
も
、
せ
っ
か
く
の
年

金
が
受
け
ら
れ
な
く
な
っ
た
り
、
受

け
る
年
金
が
少
な
く
な
っ
た
り
し
ま

す。
乙
の
よ
う
に
、
保
険
料
を
納
め
て

い
な
い
と
、
あ
な
た
が
損
を
す
る
こ

第 3種郵便物認可

魚
津
警
察
署
に

は
婦
人
補
導
員
二

名
が
配
置
さ
れ
、

少
年
の
集
ま
り
ゃ

す
い
場
所
を
ま
わ

っ
て
、
助
一
一
一一回
や
補

導
に
あ
た
っ
て
い

ま
す
。
乙
の
補
導

員
が
日
頃
少
年
た

ち
と
話
し
合
っ
て

感
じ
た
こ
と
を

二
、
三
あ
げ
て
も

ら
い
ま
し
た
。

マ
親
と
し
て

現
代
っ
子
気
質

を
よ
く
知
り
、

表

面
に
現
わ
れ
た
行

為
そ
の
も
の
よ
り

そ
の
行
為
の
奥
に

h

ひ
そ
む
も
の
を
見

つ
け
注
意
助
言
す
る
態
度
が
ほ
し
い

マ
マ
ス

コ
ミ
の
影
響

町
に
は
ん
ら
ん
す
る
実
に
見
に
く

い
出
版
物
や
広
告
物
な
ど
、
自
に
あ

ま
る
も
の
が
あ
り
、
青
少
年
に
刻
す

る
大
き
な
影
山
部
刀
を
考
え
、
社
会
が

そ
し
て
大
人
が
反
省
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

マ
他
へ

の
無
関
心

わ
が
子
だ
け
は
と
い
う
気
持
ち
が

強
く
、
よ
そ
の
子
な
ら
ど
う
で
も
よ

い
と
い
う
無
関
心
さ
が
大
き
な
犯
罪

と
に
な
り
ま
す
。
も
う
年
末
で
す
。

い
ま
ま
で
の
保
険
料
の
掛
け
忘
れ
は

も
ち
ろ
ん
、
来
年
3
月
ま
で
の
分
も

完
納
し
て
、
新
し
い
年
を
迎
え
ま
し

ょ
-
つ
口

船
員
保
険
と
国
民
年
金

相

互

の

手

続

き

お
も
に
北
海
道
方
面
へ
出
漁
の
た

め
、
船
員
保
険
に
加
入
し
た
人
で
、

仕
事
が
終
わ
っ
て
下
船
し
、
帰
っ
て

き
て
ま
だ
国
民
年
金
の
手
続
き
を
終

わ
っ
て
い
な
い
人
が
お
ら
れ
ま
す
。

船
員
手
帳
と
印
艦
、
国
民
年
金
手

帳

(市
役
所
で
預
か
っ
て
い
る
場
合

も
あ
り
ま
す
〉
を
持
参
し
て
、
市
佼

所
あ
る
い
は
連
絡
所
で
必
ら
ず
手
続

き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

と
の
手
続
き
を
怠
る
と
、
船
員
保

険
と
国
民
年
金
が
通
算
さ
れ
な
い
た

め
、
将
来
ど
ち
ら
か
ら
も
、
年
金
が

受
け
ら
れ
な
く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま

ず
か
ら
、
く
れ
ぐ
れ
も
忘
れ
ず
に
手

続
き
を
し
ま
し
ょ
う
。

に
つ
な
が
る
こ
と
を
よ
く
知
っ
て
い

た
だ
き
た
い
。
心
の
と
も
っ
た
あ
た

た
か
い
ひ
と
戸
を
か
け
て
、
日
時
間
導
し

て
や
る
乙
と
が
大
人
の
責
任
で
あ
る

と
思
い
ま
す
。

一
日
う
こ
と
は
何
で
も
聞
き
入
れ
ら

れ
、
夜
遊
び
ゃ
遊
び
仲
間
に
つ
い

て

と
や
か
く
い
う
大
人
も
い
な
い
、
か

と
、
い
っ
て
心
か
ら
子
ど
も
を
理
解
す

る
大
人
も
い
な
い
、
:
・
:
と
な
れ
ば

自
分
の
心
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
'
す
る
必

要
が
な
く
な
り
、

さ
さ
い
な
乙
と
で

さ
え
耐
え
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ

て
き
ま
す
。
こ
ん
な
こ
と
か
ら
は
き

ち
が
え
た
内
由
が
横
行
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

次
の
世
代
を
に
な
う
青
少
年
に
対

し
、
厳
し
い
日
と
あ
た
た
か
い
心
を

も
っ
た
社
会
が
の
ぞ
ま
れ
ま
す
。

成人式

お正月に案内状を発送

1月15日に

現
在
の
青
色
申
告
制
度
で
は
、
青

色
専
従
者
給
与
額
が
労
務
の
対
価
と

し
て
ふ
さ
わ
し
い
額
で
あ
れ
ば
、
必

要
経
費
と
さ
れ
、
ま
た
、
小
規
模
事

業
者
に
は
現
金
主
義
に
よ
る
所
得
計

算
が
認
め
ら
れ
て
お
り
、
以
前
に
く

ら
べ
て
青
色
申
告
が
し
や
す
く
な

っ

て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
で
し
ょ
う
か

魚
津
税
務
署
管
内
で
は
、
昭
和
何
年

一
税
務
署
か
ら
・
:

一

一
青

色

申

告

の

一

一

お

す

す

め

一

か
ら
青
色
申
告
を
し
よ
う
と
申
請
書

を
提
出
す
る
人
が
ふ
え
て
い
ま
す
。

昭
和
何
年
か
ら
青
色
申
告
を
は
じ

め
る
に
は
、
い
ま
か
ら
記
帖
な
ど
の

事
前
準
備
が
必
要
で
す
。
青
色
申
告

の
承
認
申
請
書
の
用
紙
は
、
商
工
会

議
所
に
あ
り
ま
ず
か
ら
、
年
内
に
提

出
さ
れ
る
よ
う
お
す
す
め
し
ま
す
。

郵
便
局
か
ら
・
・
・
... 

年
賀
状
は
早
め
に

小
包
は
何
日
ご
ろ
ま
で
に

年
末
に
は
郵
便
物
が
混
み
合
い
ま

す
の
で
、
贈
答
用
小
包
は
同
日
ど
ろ

ま
で
に
、
年
賀
状
は
辺
日
ご
ろ
ま
で

に
お
出
し
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
と
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

年
賀
状
を
お
出
し
の
と
き
は
、
市

内、

県
内
、
県
外
別
に
ゴ
ム
バ
ン
ド

ま
た
は
ひ
も
で
し
ば
っ
て
お
出
し
く

だ
さ
い
。

小
包
の
包
装
は
厳
重
に
、
送
る
途

中
で
乙
わ
れ
た
り
す
る
と
、
せ
っ
か

く
の
贈
り
物
な
ど
が
役
に
立
た
な
い

こ
と
に
な
り
ま
す
か
ら
し
っ
か
り
包

装
し
て
く
だ
さ
い
。

あ
て
名
は
正
し
く
は
っ
き
り
と
書

い
て
く
だ
さ
い
。
あ
な
た
の
郵
便
番

号
も
お
忘
れ
な
く
お
書
き
く
だ
さ
い

将

来

は

H

桜
の
名
所
に
μ

坪
野
地
内
に
桜
八
百
本
植
え
る

4
H
ク
ラ
プ
で
は
、
市
お
よ
び
花

と
緑
で
美
し
く
す
る
巡
動
推
進
協
議

会
と
共
催
で
、
坪
野
古
腿
熊
林
道
に

桜
の
苗
木
八
百
本
植
え
ま
し
た
。

こ
の
摘
樹
式
は
け
月
1
日、

坪
野

か
ら
五
肢
の
地
点
の
岡
林
道
で
、
関

係
者
ゃ
く
百
人
集
ま
っ
て
行
な
わ
れ

ま
し
た
。
当
日
は
快
附
に
め
ぐ
ま
れ

富
山
湾
が
一
望
で
き
る
標
高
六
百
M

の
畏
観
の
す
ば
ら
し
い
山
腹
で
、
参

加
者
全
員
に
よ
っ
て
桜
の
苗
木
が
植

え
ら
れ
ま
し
た
。

(
写
真
H
桜
の
苗
木
を
植
え
る
坪
崎

4
H
ク
ラ
プ
会
長
と
市
長
)

四

火
災
か
ら
わ
が
家
を
守
る
た
め
に

チ

つ
の

エ.
ッ
ク
を

消
防
署
の
防
火
診
断
で
、
あ
な
た

の
家
峰
の
不
良
個
所
が
指
摘
さ
れ
な

か
っ
た
で
し
ょ
う
か
。
指
摘
さ
れ
た

と
家
庭
で
は
、
で
き
る
だ
け
早
く
改

善
や
補
修
、
取
り
替
え
る
な
ど
し
て

完
全
に
な
っ
て
か
ら
使
用
し
ま
し
ょ

《
ノ
。

一ー
と
ん
な
乙
と
ぐ
ら
い
」
と
い
う

気
持
ち
が
い
ち
ば
ん
い
け
な
い
の
で

す
。
こ
れ
か
ら
寒
く
な
る
と
、
コ

タ

ツ
や
ス
ト
ー
ブ
な
ど
暖
房
器
具
を
使

用
す
る
機
会
が
多
く
な
り
ま
す
口
こ

れ
ら
を
使
用
す
る
と
き
は
、
市
民
の

一
人

一
人
が
火
元
責
任
者
の
気
持
ち

で
、
次
の
防
火
四
つ
の
チ

ェ
ッ
ク
を

行
な
い
、
火

災
を
な
く
し
ま
し
ょ

《
J
0

V
場
所
は
危
険
で
な
い
か

V
器
具
は
安
全
か

V
使
い
方
は
正
し
い
か

V
あ
と
始
末
は
完
全
か消

防
本
部
で
は

ロ
月

m
l引
日
の

三
日
間
、

年
末
特
別
瞥
戒
を
行
な
い

防
火
宣
伝
や
夜
間
の
巡
回
な
ど
を
し

て
市
民
の
安
全
を
守
り
ま
す
。

年
末
特
別
警
戒

郵
政
省
は
、
什
月
1
一
電
話
局
か
ら
・
:

日
か
ら
明
年
1
月
引
日

一マ
:
・
ま
ず
番
号
を
よ
く
確
か
め
て
か
ら

ま
で
の
三
か
月
間
「
年

一

ダ

イ
ヤ
ル
し
ま
し
ょ
う
。

末
年
始
郵
便
貯
金
増
強

一

か
け
損
じ
は
、

時
間
と
料
金
の
損

運
動
」
を
実
施
し
て
い

一

で

す
。
ケ
タ
数
の
多
い
ダ
イ
ヤ
ル
市

ま
す
。

一

外
通
話
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
市
内

乙
の
運
動
は
、
勤
労

一

通
話
も
「
メ
モ
を
見
な
が
ら
ダ
イ
ヤ

者
の
冬
の
ボ
ー
ナ
ス
や

一

戸
す
る
」
習
慣
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

農
業
の
収
般
代
金
、
商

-

工
業
者
の
各
種
決
裁
余

剰
金
な
ど
の
貯
金
佑
を

呼
び
か
け
、
計
画
貯
金

の
実
践
を
す
す
め
ま

す
。
ま
た
、
明
る
く
ゆ
た
か
な
家
庭

づ
く
り
の
お
手
伝
い
を
す
る
と
と
も

に
、
郵
便
貯
金
が
国
の
財
政
投
融
資

計
画
の
重
.
袈
な
原
資
と
し
て
、
住
み

よ
い
町
づ
く
り
、
国
づ
く
り
の
た
め

各
方
面
か
ら
寄
せ
ら
れ
て
い
る
期
待

に
こ
た
え
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

(
魚
津
郵
便
局
)

年末年始の

郵便貯金増強運動

正
し
い
電
話

の

か

け

方

マ
・:
受
話
器
を
キ
チ
ン
と
か
け
て
お
か

な
い
と
、
お
宅
の
電
話
は
「話
し
中
」

の
状
態
に
な
っ
て
い
ま
す
。
電
話
は

か
け
る
だ
け
で
な
く
、
か
か
っ
て
く

る
の
を
い
つ
で
も
O
K
の
状
態
に
し

な
く
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
コ
ー
ド
が

か
ら
ま
っ
た
り
な
ど
し
て

「
受
話
器

が
浮
い
て
い
な
い
か
し
ご
注
意
く
だ

E
-
1

0
 

-r
、'uv

量
目
は
正
確

で
す
か

公
衆
用
は
か
り
設
け
る

県
と
市
で
は
、
富
山
県
計
量
協
会

の
協
力
に
よ
り
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
ス
ケ

ー
ル
'
(
公
衆
用
は
か
り
〉
を
市
内
の

市
で
は
年
末
を
ひ
か

え
、
小
規
模
事
業
者
を

対
象
に
小
口
事
業
資
金

を
あ
っ
旋
し

て
い
ま

す
。
融
資
を
受
け
た
い

人
は
、
市
役
所
閥
工
水

産
課
へ
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

マ
対
象
日
原
則
と
し
て
市

内
に
一

年
以
上
同
一
事

業
を
引
き
続
き
営
む
も

の。

マ
貸
付
金
額
と
期
間

・
運
転
資
金
は
一
事
業
者
三
十
万
川
ま

で
、
償
還
期
間
は
一
年
以
内

・
設
備
資
金
は
一
事
業
者
五
十
万
円
ま

で
、
償
還
期
間
は
二
年
以
内

マ
確
実
な
連
帯
保
証
人
二
人
以
上
必
要

で
す
。

マ
利
率
は
日
歩
二
銭
二
回
、
信
用
保
証

料
は
日
歩
二
盟
五
毛

小口事業資金を

一一どうぞ

こ
か
所
に
設
け
ま
し
た
。

乙
の
「
は
か
り
は
」
市
民

の
み
な
さ
ん
に
自
由
に
使

用
し
て
も
ら
い
、
売
り
手

側
と
買
い
手
側
の
計
量
に

関
す
る
相
互
認
識
を
高
め

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

ま
す
.

ま
た
、
計
量
に
つ
い
て

の
み
な
さ
ん
の
ご
意
見
を

聞
く
た
め
投
書
箱
も
設
け

ら
れ
て
い
ま
す
。

は
か
り
の
設
置
場
所
は

①
電
鉄
魚
津
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
ピ

N
横
の
富
川
食
料
品

庖
前
、
①
橋
場
町
魚
津
漁

業
協
同
組
合
上
口
支
所
前

の
こ
か
所
で
す
口

(
写
真
は
気
軽
る
に
使
え
る
よ
う
に

街
頭
に
設
け
ら
れ
た
は
か
り
)

集

-ーや
、ー

み

め

年
末
の
ご
み
集
め
・
・

2

は
ロ
月
初
日

(火

)

h
z

・加a

ま
で
行
な
い
ま
す。

席
、
‘
刷
a
z

叩
日
に
は
火
隈
日
と
一
言
一
一
面

水
限
日
の
収
集
区
域

主』一一一

-u

を
ま
わ
り
ま
ず
か
ら

・
1
4

指
定
場
所
へ
と
み
を
お
出
し
く
だ
さ

い
。
ロ
月
引
日
(
水
)
か
ら
1
月
4

日
(
日
)
ま
で
休
み
ま
す
。

な
お
、
焼
却
場
へ
の
ご
み
持
ち
込

み
に
つ
い
て
は
、
ロ
月
引
日
午
後
9

時
ま
で
受
け
付
け
ま
す
u

一

般

事

務

マ
・
:
市
役
所
の
一
般
事
務
は
、
ロ
月
初

日
(
日
)
か
ら
1
月
4
日
(
日
)
ま

年

末

年

始

の

増

発

列

車

あ

ん

な

い

北
陸
本
線
の
北
の
ネ
ッ
ク
、
糸
魚

川
l
直
江
津
間
は
、
川
月
1
日
か
ら

複
線
電
他
さ
れ
ま
し
た
。
乙
れ
で
北

陸
本
線
は
全
線
複
線
電
伯
が
完
成
、

米
以
ま
わ
り
で
も
、
直
江
出
ま
わ
り

で
も
、
所
要
時
聞
が
大
幅
に
縮
め
ら

れ
、
旅
が
便
利
で
快

適
に
な
り
ま
し
た
。

国
鉄
で
は
、
年
末

年
始
に
次
の
よ
う
な

増
発
列
車
を
運
行
す

る
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
a

V
特
急

「
北
越
」
増
発

新
潟

l
大
阪
聞
に

特
組
電
車
「
北
越
」

(全
車
指
定
席
)
が

増
発
さ
れ
ま
す
。

・
新
潟
発
7
時
、
魚
津

発
問
時
2
分
、
大
阪

着
同
時
刊
分
。
(
ロ
月

泊
日
i
1
月
5
日
)

.
大
阪
発
同
時
加
分
、

魚
津
発
問
時
6
介、

新
潟
着
辺
時
日
分
u

(
ロ
月
お
日

i
1月

4
日
)

V
年
未
の
荷
物
輸
送

年

末

は

荷
物
輸
送

が
殺
到
し
ま
ず
か
ら
お

早
め
に
発
送
し
ま
し
ょ

う
。
届
け
先
の
住
所
、

氏
名
は
は
っ
き
り
書
き
ま
し
ょ
う
o

v十
五
人
以
上
が
団
体
割
り
引
き

団
体
扱
い
を
す
る
最
低
人
員
は
、

い
ま
ま
で
二
十
五
人
と
な
っ
て
い
ま

し
た
が
、
什
月
か
ら
十
五
人
に
改
正

さ
れ
ま
し
た
。
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〈増発急行列車〉

魚
津
総
合

魚
津
総
合
一
高
等
職
業

高
等
職
業
訓

訓
練
校
の
入
校
試
験

練
校
の
入
校

試
験
は
ロ
月
刊
日
(
日
)
午
前
9
時
か

ら
西
部
中
学
校
で
行
な
わ
れ
ま
す
。

願
書
の
受
け
付
け
は
け
月
初
日
で
締

め
切
ら
れ
て
い
ま
す
。

乙
と
し
は
機
械
斜
、
製
か
ん
斜
、

電
子
機
器
桝
、
木
工
斜
、
金
担
制
の

五
斜
目
と
な

っ
て
い
ま
す
。

で
休
み
ま
す
。

し
か
し
、
市
民
課
の
一
日
籍
や
印
鉱

証
明
な
ど
の
窓
口
事
務
は
却
日
と
初

日
の
二
日
間
は
平
常
通
り
仕
事
を
す

る
乙
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

マ
:
・
水
道
に
つ
い
て
の
ご
連
絡
は
、
横

枕
管
理
室
(
電
話
3
局
8
1
0
2
〉

か
市
役
所
(
電
話
2
局
2
2
0
0
)

へ
お
願
い
し
ま
す
。

し
尿
く
み
取
り

東
部
衛
生
処
理
場
は
ロ
月
引
日
か

ら
1
月
7
日
ま
で
休
み
ま
す
。
こ
の

た
め
、
魚
津
環
境
衛
生
の
し
尿
の
く

み
取
り
は
、
乙
の
期
間
は
休
業
し
ま

ず
か
ら
、
く
み
取
り
希
望
は
早
め
に

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

・
事
業
所
な
ど
大
口
は
ロ
月
川
日
ま
で

・
一
般
家
庭
は

ロ

月

却

日

ま

で

防空に従事し死傷した

警防団員に特別支出金

一一 該当者はお申し出を 一一

大人になったととを自覚し、みす

から生き抜乙うとする青年男女を励

ます成人式は、 1月15日午前10fl奇か
ら市民会館で行なわれます。

市教育委員会では、現在この名簿

を作成中ですが、お正月に年賀状を

兼ねた通知書を該当者に出すことに

しております。

乙んど成人式を迎える人は、昭和

24年4月 2日から昭和25年4月!日

までに生まれた人です。もし通知も

れがありましたら市教委へと連絡く

ださい。

なお、 当市に住民登録をしていな

い人で、成人式に参加希望の人は12
月15日(日)まで市教委へお申し出

ください。

戦
時
中
、
防
空
に

従
事
し
、
死
傷
し
た

瞥
防
団
員
等
に
特
別

支
出
金
が
支
給
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
支
出
金
の
額
は

死
亡
団
員
七
万
円
、

似
病
団
員
五
万
円
で

す
。
こ
の
た
め
戦
時

中
、
他
市
町
村
で
防

空
に
従
事
し
、
死
傷

さ
れ
た
団
員
と
遺
族

の
調
査
を
行
な

つ
お

り
ま
す
。
該
当
す
る
と
思
わ
れ
る
人

は
、
ロ
月
叩
日

〈
水
)
ま
で
市
消
防

署

(電
話
2
局
0
2
9
5
番
)
へ
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

八
日
曜
休
日
の
当
番
医

V

V
7
日

H
(界一)
本
江
油
田
病
院

(夜
)

本
江
油
田
病
院

V
同
日

H
(昼
)火

の
宮
町
沢
口
医
院
(
夜
)
江
口
魚
津
神

経
サ
ナ
ト
リ
ュ
ウ
ム

V
引
日
H

(
昼
)
新
金
屋
一
丁
目
羽
田
医
院
(
夜
)

未
広
町
平
井
病
院

v
n日
リ

(昼
)

下
村
木
町
河
内
医
院

(夜
)臼
屋
小
路

藤
田
医
院

V
l
月
1
日

H
(毘
)
本

江
越
野
医
院
(
夜
)
江
口
魚
津
神
経
サ

ナ
ト
リ
ュ
ウ

ム

V
2
日
H
(底
)
住

吉
寺
崎
医
院

(
夜
)
北
鬼
江
福
田
病
院

V
3
日
リ
(
昼
)
大
町
船
崎
医
院
(
夜
)

中
央
通
り
二
丁
目
桝
崎
医
院


